
概要1

活動内容2
（1）連絡協議会と研修会

○連絡協議会：クラブ運営に関する情報提供の場となっています。
・広域スポーツセンターの事業報告
・創設準備中クラブの活動状況報告
・SC全国ネットワーク(総合型地域スポーツクラブ全国協議会)の活動
状況報告など

○研修会：
・対象者・・・・・・・クラブ代表者、クラブマネジャー、事務局員
・テーマ・・・・・・・NPO法人格や各種助成金の申請方法に関する情報提供などクラブ経営に関する内容が中心
・開催回数・・・・・年3回　※連絡協議会後に開催

【直近3年間の研修会テーマ】

■年会費
■事　業

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・

1クラブあたり5,000円
①年間3回の連絡協議会と研修会の開催（毎年6・10・2月）
②4種目のスポーツ交流大会の開催
③文化活動発表会「藹美祭」の開催
④クラブセミナーの開催

■加盟クラブ数
■設立経緯

・・・・・・
・・・・・・・・・

49クラブ(県内53クラブ)　※平成25年度
平成14年7月に県内8クラブの代表者が集まり情報交換を行ったことに始まり、平成
19年度に設立(加盟42クラブ)

滋賀県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
～クラブの連携と成長が滋賀のスポーツ文化を支える～
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年度 6月 10月 2月

H23年度 未実施

（未定）

スポーツの持つ力H24年度

H25年度

テーマ別グループワークと
情報交換会

新しい公共の担い手としての
クラブの役割

県スポーツ推進計画について 助成金の情報収集と
申請について

スポーツ基本法制定と
総合型クラブの関わり

NPO法人のメリット、
デメリット

（2）スポーツ交流大会

　平成17年度より4種目の競技大会を開催しています。平成
23年度までは、全種目を同一会場で開催していましたが、全種
目を同時開催できる場所を確保できなくなったため、現在は種目
毎に大会を開催し、それぞれの開催地のクラブが主管クラブとし
て運営しています。



今後の展望3
　平成25年度より県健康福祉部障害課の主管事業に実行委員として参加し、また滋賀国体開催準備委員会メンバー
にも参加するなど組織間の横の繋がりを広げています。本県連絡協議会は「クラブの自立を目指し、行政との協働
をすすめ活性化を図る」をテーマに今後も活動をおこなっていきます。
　県内クラブが連携を図り、互いが助け合い共に成長することが滋賀のスポーツ文化を支えることになります。ク
ラブにとって連絡協議会は様々な情報を得る場であり、その情報をいかにクラブで活かすことができるかを議論でき
る場であり続けたいと考えています。

連絡先4
滋賀県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
〒520-0037　滋賀県大津市御陵町4-1　県立スポーツ会館2階
TEL：077-511-3132　FAX：077-521-8484
E-mail：
HP：

kouiki@bsn.or.jp
http://www.bsn.or.jp

【H25年度実施種目】
6月に卓球大会（主管：さざなみスポーツクラブ[野洲市]）
7月にビーチバレーボール大会（主管：コミスポようかいち[東近江市]）
9月にグラウンドゴルフ大会（主管：能登川総合スポーツクラブ[東近江市]）
10月にソフトバレーボール大会（主管：甲賀市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会）

(3)文化活動発表会「藹美祭」

　県内クラブが行っているキッズダンス、フラダンス、よさこい
などの発表の場として「藹美祭」を開催しています。クラブにおけ
る文化的活動は「和気藹々とし、とても温かく美しい」ことから、
発表会の名称を「藹美祭」と名付けられました。
　第1回開催となった平成24年度は午前の部をウォーキング、
午後の部をステージ発表とし、県内の11クラブが発表しました。

(4)クラブセミナー：上記(1)の研修会とは別にクラブセミナーを開催しています。

・対象者：クラブ運営に携わっている全ての方々
・開催回数：年1回
・テーマ：広報活動の仕方、会議の進め方などの実技研修

【直近3年間のクラブセミナー内容】
年度 テーマ

H23年度 効果的な広報 ～チラシ事例～

H24年度

H25年度

元気になる会議
～ホワイトボード・ミーティングのすすめ方～

プロジェクト・アドベンチャー研修（予定）

　セミナーを受講された方が、研修内容がクラブの運営にとても役立つことから、セミナー講師を改めてクラブに招
きスタッフの勉強会を開催されることもあります。


